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研究成果の概要（和文）：在宅認知症高齢者に絞り、突発事故や症状及び容態の急変しやすい
疾病等について、実態調査をしたうえで、急変から緊急介入を含めた一連のリスク管理モデル
の開発を目的とした。その結果、実質調査を行うことで、現場ならではの疾患と症状の関連等
が明らかとなった。また、家族側に起こっている現象を明らかにするためにインタビューを重
ね、質的因子探索的分析を進めることで、家族の思いが明らかとなってきた。 

研究成果の概要（英文）：This study was conducted for the purpose of obtaining basic 
information relating to the accommodation of sudden changes in homebound elderly dementia 
patients, while also examining the relationship between sudden changes in elderly 
dementia patients and underlying disease and symptoms observed during out-patient 
examination (upon arrival).  This study was conducted for the purpose of conducting a 
qualitative exploratory factor analysis in order to identify the feelings of family 
caregivers relating to accommodation of sudden changes in the condition of homebound 
elderly dementia patients. 
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１．研究開始当初の背景 

現在、在宅で介護を受けている高齢者の5
割以上に認知症症状があるといわれている。
認知症高齢者は、自身の身に異変が起こっ
た場合、介護者にそれを速やかに且つ、正
確に伝えることは非常に難しい。被介護者
が的確に異変を伝える手段を持たない場合、
傍に居る家族介護者は、緊急度によっては、
一人で瞬時の判断を下さなければならず、

医学的な知識の有無が、その対応の是非を
決め兼ねない。そこで、まず在宅認知症高
齢者の家族介護者を対象に、容態急変に伴
う現状調査を進める必要があるといえよう。
ただし、容態急変時等に対する家族への具
体的な介入策を検討するためには、上記現
状調査をもとにした症状別対応マニュアル
の作成が急務となる。それらを含めたリス
ク管理モデルを専門職者にも提示すること
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で、事故予防を含めた迅速で的確な処置に
繋がるものと予測される。しかし、在宅で
の被介護者の急変に関わる生活諸側面の実
情とその背景要因については、政府の調査
などが一部で行われているものの、学術的
にはほとんど解明されておらず、政策的対
応も大きく立ち遅れている(粟田2007)。こ
れまでの研究では、在宅認知症高齢者の急
変時対応可能な家族介護者を対象とした対
処マニュアルすら存在せず、家族介護者は、
被介護者の急変時にどのように対応すれば
良いのかわからないまま介護を行っている
のが現状である。しかし、わが国では、家
族介護者の対処方法についての報告はなく、
介護実態調査にとどまっており、それさえ
も必ずしも十分に吟味されているとは言え
ない(須田2008)。そこで、在宅認知症高齢
者の容態急変時の家族介護者の対応困難度
を症状別に特定し、階層化につなげた上で、
今までの予防モデルではなく、介入モデル
として、その全体像を構造化したリスク管
理モデルの開発を課題とすることとした。 

 

２．研究の目的 

在宅認知症高齢者の容態急変時の家族介
護者の対応方法に絞り、その実状とリスク
管理モデルに関する分析を中心課題とする。 
 

３．研究の方法 

大きく 3 段階を設定することとした。まず、
在宅認知症高齢者の急変時対応に対する家
族介護者への支援システムや介入システム、
社会的支援システムを説明するモデルとし
て在宅認知症高齢者の容態急変時の適切な
対応を促すための新たなリスク管理モデル
の一環として家族介護者に理解されやすい
マニュアルの開発を試みることで、リスク管
理モデルの提言に繋がると考えられるため
具体的な方法論に繋がる報告や文献レビュ
ーを中心に行う。第 2 段階として、宅認知症
高齢者の容態急変の実状について、それを受
け入れる救急搬送可能な病院の実態調査か
ら疾病や障害及び症状についての調査を行
う。第 3 段階として、在宅認知症高齢者の急
変時対応の家族介護者に対するリスク管理
モデルの構築の一環としてのマニュアル作
成を課題の一つとしている。その場合の疾病
や症状または障害の内容に応じた緊急度分
類を作成するために、実態調査をもとに、介
入モデルの作成を検討する。 

 
４．研究成果 

研究成果としては、医療機関を対象にし
た分析では、認知症高齢者の急変の有無と基
礎疾患および外来受診時（搬送時）の症状と
の関連性の検討において、統計学的に有意な
関連を示したものは感覚機能障害であった

ことから、それは知覚や運動麻痺、転倒等で
あり、身体的な異常として、第3者からはっ
きりと認識できる障害や異常であることか
ら、認知症高齢者の急変時の医療機関への速
やかな受療行為に繋がりやすかったともい
える。しかし、持病など基礎疾患との有意な
差は見られなかった (Kirino,2011)。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上記の表に示したように、急変時に、自

らの言葉でその症状を的確に表現しにくい
状況にあると考えられる認知症症状を有す
る高齢者への、有事の迅速な対応は必須であ
る。本研究では、認知症高齢者の急変と基礎
疾患および外来受診時（搬送時）の症状との
関連性を検討した。その結果、「感覚機能障
害」のみが統計学的に有意な関連性を示した。 

次に、家族介護者側のリスク管理に関す
る思いについて、インタビューを重ね、質的
因子探索的に分析をすることで、様々な認識
の在り様が明らかとなった。認知症高齢者を
抱える家族介護者の急変時対応に関する思
いとしては、〈娘がいるので安心〉〈有事の対
応の認識〉〈命の危険なら救急ヘリコプター〉
〈思うようにならないのが認知症の症状〉等
のカテゴリーに集約された(Matsumoto,2011)。 

 

 



 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
また、別事例の研究参加者の場合、〈症状

の出現による受診〉〈症状の重症性の認識不
足〉〈受診後の診断名に不信感〉〈出来得る手
段で得ようとした安心感〉〈認知症の特異性〉
〈医師への不信感〉等のカテゴリーとして抽
出された(Matsumoto,2011)。女性の認識と男性
では、その思いに異なる部分があるように考
察されたが、そこからの示唆を今後の分析に
活かせるよう検討を進めている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
また、急変時対応に関する看護師側から

の思いとしては、〈認知症高齢者を理解する〉
〈急変するにいたった患者の状況を知りた
い〉〈患者が安心・安全に治療を受けられる
よう工夫する〉〈認知症高齢者を生活に織り
込む家族を理解する〉〈患者望む自宅へ退院
できるよう協力しあう〉〈公立病院としての
責務を遂行する〉等のカテゴリーが抽出され
た(Nagoshi,2011)。この結果、看護師は、認知
症高齢者が急変するまでの在宅での生活状
況を理解することの重要性を認識していた。
また、家族に対しては、精いっぱい介護を行
ったうえでの現状を理解し、家族が生活破た
んしないよう家族看護を担い、家族の負担が
軽くなるようにMSWや公的サービスへの情報
提供を行っていた。看護師は、認知症高齢者
が在宅での生活を基盤としており、認知症高
齢者のケアが家族と共にあることを認識し
ていることが明らかとなった。 

上記に示したように、導き出された示唆
を基に、在宅看護の中心と考えられ、在宅認
知症高齢者の急変に最も近いとも考えられ
る介護老人福祉施設における実態調査に繋

げており、その結果を分析しているところで
ある。 
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